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9
割
、撤
去
費
用
に
も
補
助
す

る
な
ど
。

　

議
会
と
し
て
被
災
状
況
を
視

察
。農
家
の
要
望
に
こ
た
え
る

よ
う
市
長
に
提
言
し
ま
し
た
。

　

2
月
の
記
録
的
大
雪
は
ブ
ド

ウ
な
ど
ハ
ウ
ス
栽
培
農
家
に

大
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

さ
っ
そ
く
補
正
予
算
が
組
ま
れ

審
議
・
可
決
し
ま
し
た
。農
家
へ

の
補
助
は
ハ
ウ
ス
再
建
費
用
の

平成26年度
第1回
定例市議会

東
御
市
議
会
平
成
26
年
第
1
回
定
例
会
が
2
月
17
日
か
ら
3
月
20
日
ま
で
32
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。東
御
市
発
足
か
ら
10
年
を

経
過
し
、新
た
な
10
年
を
目
指
し
た「
第
二
次
東
御
市
総
合
計
画
」を
承
認
す
る
と
と
も
に
、こ
れ
ま
で
最
大
規
模
と
な
る
1
4
8
億
円
余

の
一
般
会
計
予
算
案
、特
別
会
計
予
算
案
、条
例
改
定
案
な
ど
計
48
件
の
議
案
を
審
議
、承
認
し
ま
し
た
。

新しい10年計画｢第二次  東御市総合計画」のスタート

東御市の発展方向、住民生活向上を活発に審議
2
月
の
大
雪
害
対
策
で
補
正
予
算

主な事業と審議特別会計、条例改正などの審議

  住宅や事業所の発電施設
を推進。現在4071㌗を5
年後には7000㌗へと倍増
目指す。

　加入世帯の収入低迷で
国保税収はマイナス計上。
国保税率は7年連続で据え
置きとなる。

体育館などの照明、窓、壁
などの耐震化を順次すす
める。むこう2年間で補強
工事を行う。

　佐久医療センターの開設
に伴い役割が変化。外来診
療は午前だけに。
病床稼働率85%を目指す。

健康マイレージ事業=健
康づくり参加にポイント
制度を創設し、温泉利用券
を提供する。

　可燃ごみの30%が生ご
み。リサイクル施設を建設
し減量化をすすめる。具体
的な設計にはいる。

  太陽光発電推進は環境と
の調和が必要。東御市環境を
よくする条例施行規則を改
定し届け出対象に加える。

　御堂の30㌶を国の制度
をつかって県営事業とし
て実施。ブドウ団地の形成
を目指す。

 求女川まで工事。高校部
分の用地取得に入る。用
地 と 建 替 え 補 償 に11億
9500万円の予算となる。

　三セク債31億円を発行
し公社に代わって債務を
弁済し、時価との差11億
円の権利を放棄する。

　競泳高地トレーニング
施設の誘致目指し、構想の
具体案の策定を身体教育
医学研究所に委託する。

 定数を田中保育園170人（現
行150人）、和保育園170人（同
100人）に改定。西部保育園は
新設の和保育園に統合する。

　基本計画の諸施策を市
民目線で進捗状況を踏ま
え行政と協働してすすめ
る「市民会議」を設置する。

TPP交渉に関する陳情、労働者
保護ルールに関する陳情、食の
安全安心に関する陳情など5
件を採択。意見書を提出した。

太陽光発電補助継続、
エネルギーの地産化

国保税は
今年も据え置き

小中学校の非構造
部材耐震化の推進

市民病院の入院医療・
救急医療を充実

市民ぐるみの
健康づくりの推進

生ごみリサイクル施設
建設推進

太陽光発電10㌗超は
届け出制に

祢津・御堂再開発、
遊休荒廃地の解消推進

市道県・東深井線
延伸計画の工事に着手

土地開発公社債務処理
で11億円権利放棄

高地トレーニング
構想の推進保育園の定数を改定 市民参加で

新総合計画を推進請願陳情と意見書採択

歳入
構成比

歳出
構成比

地方交付税
28.2％

市税
25.9％

国庫支出金
11.2％

市債
10.9％

繰入金
7.6％

県支出金
5.0％

諸収入
3.1％

地方消費税交付金
2.7％

その他
5.4％

民生費
27.7％

土木費
18.7％

公債費
11.5％

総務費
11.2％

教育費
10.1％

衛生費
7.8％

商工費
4.8％

農林水産業費
3.5％

消防費
3.4％

議会費
1.0％

予備費
0.3％

一般会計予算148億9500万円1
億
5
2
1
0
万
円
　
再
建
費
用
の
9
割
補
助
へ

和保育園テープカット

改装なった中央公民館

被害状況調査
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答　

ロ
ー
ラ
ー
滑
り
台
の

ロ
ー
ラ
ー
の
摩
耗
改
修
と
タ

ワ
ー
の
改
修
、
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ー
ス
の
ゴ
ム
チ
ッ
プ
関
係
の

改
修
及
び
芝
生
駐
車
場
入
り
口

の
舗
装
工
事
を
予
定
し
て
い
る
。

問　

小
・
中
学
校
の
普
通
教
室

に
整
備
さ
れ
て
き
た
天
井
扇
の

現
状
は
ど
う
か
。

答　

小
学
校
費
4
8
6
万
、中

学
校
費
1
5
4
万
5
千
円
の
予

算
で
26
年
度
実
施
に
よ
り
普
通

教
室
の
天
井
扇
は
完
了
す
る
。

問　

日
向
ヶ
丘
団
地
市
営
住

宅
整
備
計
画
の
内
容
は
。

答　

現
在
の
17
棟
68
戸
の
老

朽
化
し
た
住
宅
を
6
年
間
で
10

棟
51
戸
に
建
替
え
る
。

問　

電
気
自
動
車
充
電
設
備

の
普
及
計
画
は
。

答　

県
次
世
代
自
動
車
充
電

イ
ン
フ
ラ
整
備
ビ
ジ
ョ
ン
で
東

御
市
で
は
8
台
の
目
標
が
示
さ

れ
た
。2
台
を
民
間
で
、6
台
を

市
の
公
施
設
を
中
心
に
設
置
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

問　

保
育
園
の
解
体
工
事
費

4
7
0
0
万
円
の
内
容
は
。

答　

旧
和
保
育
園
が

2
6
0
0
万
円
、旧
西
部
保
育

園
が
2
1
0
0
万
円
の
解
体
費

で
い
る
、も
し
く
は
取
り
組
ま

れ
る
状
況
に
な
っ
た
地
区
に
配

置
す
る
こ
と
と
し
、滋
野
、北
御

牧
、祢
津
に
各
一
名
配
置
す
る
。

起
業
間
も
な
い
ワ
イ
ナ

リ
ー
の
雇
用
を
支
援

問　

農
政
の
地
域
支
援
型
地

域
雇
用
創
造
事
業
委
託
料
の
事

業
内
容
は
。

答　

起
業
後
10
年
以
内
の
企

業
を
支
援
す
る
も
の
で
、ワ
イ

ン
振
興
の
た
め
市
内
2
つ
の
ワ

イ
ナ
リ
ー
に
対
し
新
規
に
雇
用

す
る
4
名
の
9
〜
11
ヶ
月
分
の

経
費
で
あ
る
。

公
共
施
設
整
備
を
推
進

問　

文
化
会
館
の
ト
イ
レ
洋

式
化
改
修
工
事
に
あ
た
っ
て
は

手
す
り
の
設
置
を
、ま
た
、会
館

の
入
口
階
段
に
も
手
す
り
の
設

置
を
す
べ
き
だ
。

答　

今
回
は
ト
イ
レ
の
洋
式

化
11
基
を
計
画
し
て
い
る
。手

す
り
に
つ
い
て
は
予
定
し
て
い

な
か
っ
た
が
、設
置
を
検
討
し

進
め
て
い
く
。階
段
に
つ
い
て

も
同
様
、早
急
に
検
討
す
る
。

問　

中
央
公
園
施
設
の
改
修

工
事
内
容
は
。

地
域
づ
く
り
支
援
員
を
3

名
配
置

問　

地
域
づ
く
り
支
援
員
の

配
置
状
況
は
。

答　

地
域
づ
く
り
活
動
が
進
ん

へ
何
を
委
託
す
る
の
か
。

答　

国
へ
の
誘
致
活
動
に
必
要

な
資
料
作
成
、基
本
計
画
の
策
定
、

建
設
委
員
会
の
開
催
費
用
に
つ

い
て
公
益
財
団
法
人
身
体
教
育

医
学
研
究
所
に
委
託
す
る
。

身
体
教
育
医
学
研
で
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
誘
致
基

本
計
画
を
策
定

問　

湯
の
丸
高
原
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
施
設
整
備
委
託
料
は
ど
こ

つ
い
て
は
基
準
額
を
全
額
補
助

す
る
。生
活
・
運
転
資
金
等
の
無

利
子
貸
付
等
の
支
援
策
も
検
討

し
て
い
る
。農
家
の
皆
さ
ん
に

は
お
知
ら
せ
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
を
通
じ
必
要
な
書
類
等
に
つ

い
て
知
ら
せ
て
い
く
。

　

ま
た
、交
付
決
定
前
の
着
工

も
今
回
の
場
合
は
認
め
ら
れ
る
。

問　

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
資
材
が

す
ぐ
間
に
合
わ
な
い
等
で
、単

管
な
ど
他
の
資
材
を
利
用
し
再

建
す
る
場
合
も
対
象
と
な
る
か
。

答　

グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
た

場
合
に
つ
い
て
の
助
成
に
つ
い

て
は
検
討
中
で
あ
る
。

問　

大
雪
対
策
協
力
金
の
配

分
の
方
法
と
時
期
は
。

答　

被
害
農
家
の
生
産
意
欲

を
維
持
す
る
た
め
、施
設
復
旧

費
は
労
務
費
を
含
め
国
・
県
・
市

が
協
調
し
90
％
を
、撤
去
費
に

雪
害
対
策

問　

雪
害
対
策
補
助
金
の
内

容
は
。

答　

配
分
は
一
律
均
等
分
に

人
口
・
可
住
面
積
に
よ
り
加
算

額
を
算
定
し
た
。配
布
は
速
や

か
に
行
っ
て
い
く
。

問　

市
入
札
指
定
業
者
が
除

雪
に
果
た
し
た
役
割
は
。

答　

市
の
除
雪
区
間
の
契
約

業
者
以
外
の
建
設
業
者
の
方
に

も
建
設
業
協
会
あ
げ
て
対
応
し

て
い
た
だ
い
た
。

問　

生
活
道
路
の
除
雪
に
関

す
る
市
か
ら
の
チ
ラ
シ
の
中
に
、

混
乱
を
招
く
よ
う
な
記
述
が

あ
っ
た
。

答　

非
常
事
態
の
中
で
の
作

業
で
あ
り
、混
乱
を
招
い
た
こ

と
が
あ
っ
た
ら
お
詫
び
す
る
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

問　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

制
度
の
事
業
実
績
は
。

総
括
質
疑
に
お
い
て
は
、大
雪
の
直
後
で
も
あ
り
、被
害
対
策
の
補

正
予
算
に
多
く
の
質
疑
が
集
中
し
ま
し
た
。

答　

25
年
度
見
込
み
は
補
助
金

1
4
2
3
万
8
千
円
、事
業
費
で

1
億
2
6
3
8
万
6
千
円
、23
年

度
は
補
助
金
1
5
0
2
万
3
千

円
、事
業
費
で
1
億
2
2
9
5
万

6
千
円
、
24
年
度
は
補
助
金

1
6
9
5
万
4
千
円
、事
業
費
で

1
億
2
8
0
9
万
円
で
あ
る
。経

済
効
果
は
約
8
・
2
倍
で
あ
っ
た
。

た
め
池
の
耐
震
性
調
査

問　

た
め
池
耐
震
性
調
査
委

託
事
業
の
内
容
は
。

答　

田
楽
池
が
3
9
0
万
円
、

和
池
が
5
4
0
万
円
、四
ツ
京

大
池
が
8
7
4
万
円
余
で
あ
る
。

調
査
の
結
果
、修
繕
必
要
な
時

の
工
事
費
は
、通
常
の
65
％
市

助
成
だ
け
で
は
地
元
負
担
が
大

き
い
の
で
、今
後
検
討
す
る
。

道の駅に設置された電気自動車充電設備

再建中のパイプハウス

一般会計補正 予算を審議総括質疑

一
般
会
計
補
正
予
算

26
年
度
一
般
会
計
予
算

で
あ
る
。

温
泉
施
設
指
定
管
理
料
を

1
千
万
円
の
増
額

問　

温
泉
施
設
の
指
定
管
理

料
が
1
千
万
円
増
加
し
た
理
由

は
何
か
。

答　

21
年
度
か
ら
5
カ
年
の

期
間
中
は
7
千
万
円
を
ベ
ー
ス

に
予
算
化
し
た
が
、燃
料
費
等

の
高
騰
で
1
千
万
円
規
模
の
補

正
を
し
て
き
た
。

　

新
た
な
5
カ
年
契
約
の
中
で

燃
料
費
等
の
高
騰
を
見
込
み
、

基
本
的
に
8
千
万
円
と
し
た
。

文
化
活
動
の
充
実
を

問　

公
民
館
講
座
の
報
償
費

の
内
容
は
。

答　

中
央
公
民
館
増
改
築
の

完
成
に
伴
い
復
活
す
る
い
き
い

き
生
涯
学
習
塾
の
35
講
座
、パ

ソ
コ
ン
講
座
は
最
新
ソ
フ
ト
の

パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
、新
た
に

地
域
づ
く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
育
成
を
目
指
し
て
ま
ち

づ
く
り
講
座
を
開
設
。そ
の
他

各
地
区
の
公
民
館
で
行
う
ま
ち

づ
く
り
講
座
の
経
費
で
あ
る
。

問　

池
の
平
高
山
植
物
保
護

整
備
の
事
業
内
容
は
。

答　

三
方
ヶ
峰
に
コ
マ
ク
サ

保
護
の
た
め
2
カ
所
2
3
0
m

に
設
置
さ
れ
て
い
る
金
網
フ
ェ

ン
ス
を
撤
去
し
グ
リ
ー
ン
ロ
ー

プ
の
柵
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

福
祉
・
医
療
事
業
の
充
実

問　

臨
時
福
祉
給
付
金
の
内

容
は
。

答　

全
額
国
の
交
付
金
で
、市

民
税
非
課
税（
扶
養
の
関
係
で

全
員
で
な
い
）
の
低
所
得
者
へ

給
付
さ
れ
る
も
の
で
、対
象
者
は

5
4
0
0
人
を
見
込
ん
で
い
る
。

問　

医
師
確
保
の
た
め
、医
学

生
へ
の
奨
学
金
貸
付
を
行
っ
て

き
た
が
、対
象
者
は
何
人
か
。ま

た
、そ
の
成
果
は
。

答　

平
成
21
年
度
4
名
そ
の

後
1
名
ず
つ
で
、現
在
8
名
に

貸
付
し
て
い
る
。う
ち
1
名
は

イ
ン
タ
ー
ン
終
了
し
就
職
し
て

い
る
が
、市
内
の
病
院
に
は
勤

務
し
て
は
い
な
い
。

問　

保
育
料
の
軽
減
措
置
が

と
ら
れ
る
が
そ
の
内
容
は
。市

民
へ
の
周
知
方
法
は
。

答　

13
階
層
を
18
階
層
と
し
、

1
0
0
円
か
ら
9
5
0
0
円
の

減
額
と
な
る
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

お
知
ら
せ
版
な
ど
で
周
知
に
努

め
た
。

第1回
定例会

世紀の豪雪  被害復 旧をどう進めるか
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7
5
0
0
万
円
の
増
収
を

見
込
み
、今
後
の
市
の
財
政

状
況
の
好
転
に
寄
与
す
る

こ
と
を
期
待
す
る
。

　

市
長
の
施
政
方
針
で
も

あ
る
よ
う
に
、幾
つ
か
の
26

年
度
市
の
重
点
施
策
に
向

け
て
も
実
現
に
向
け
て
よ

り
一
層
の
努
力
を
、そ
し
て

で
き
る
限
り
の
効
率
的
な

自
治
体
経
営
、財
政
運
営
を

今
後
も
心
が
け
て
い
く
こ

と
を
要
望
す
る
。

年
度
に
は
東
御
市
に
お
い

て
自
治
体
が
負
担
す
べ
き

内
容
の
制
度
設
計
が
行
わ

れ
る
が
、現
行
の
行
政
水
準
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
低

下
さ
せ
な
い
よ
う
に
特
段

の
配
慮
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

　

第
3
は
、舞
台
が
丘
整
備

計
画
の
市
道
県
・
東
深
井
線

延
伸
計
画
、い
わ
ゆ
る
15
億

円
道
路
計
画
は
費
用
増
大

が
懸
念
さ
れ
る
。実
施
に
当

た
っ
て
は
、き
ち
ん
と
情
報

を
開
示
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

業
、海
野
バ
イ
パ
ス
等
の
大

型
継
続
事
業
が
あ
る
中
、そ

し
て
4
月
か
ら
の
消
費
税

ア
ッ
プ
を
控
え
て
、ま
だ
ま

だ
楽
観
で
き
な
い
経
済
状

況
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
。

　

一
方
で
、国
の
政
策
に

よ
り
家
計
所
得
、投
資
が

増
加
し
、景
気
、経
済
状
況

の
回
復
が
続
く
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
中
で
、歳
入
に

関
し
て
も
個
人
・
法
人
市

民
税
は
前
年
度
に
比
べ
て

増
税
、年
金
の
引
き
下
げ
が

行
わ
れ
、市
民
生
活
と
地
域

経
済
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

地
域
経
済
の
実
態
を
注
視

し
、年
度
途
中
で
あ
っ
て
も

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制

度
の
活
用
を
は
じ
め
、地
域

経
済
活
性
化
に
役
立
つ
施

策
を
検
討
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

　

第
2
は
、こ
の
先
、介
護

保
険
制
度
、子
ど
も
子
育
て

支
援
制
度
、医
療
制
度
な
ど

の
社
会
保
障
制
度
の
大
改

悪
が
予
定
さ
れ
、平
成
26

採決結果:◎全会一致で可決、同意、承認○賛成多数で可決　×否決
定例会の提出案件の審議結果第1回

議案番号 案　　件 採決
結果

常任委員会審査結果
総務文教 社会福祉 産業建設

議案第1号 平成26年度東御市一般会計予算 ◎ ― ― ―
議案第2号 平成26年度東御市国民健康保険特別会計予算 ◎ ◎
議案第3号 平成26年度東御市介護保険特別会計予算 ◎ ◎
議案第4号 平成26年度東御市地域改善地区住宅改修資金等貸付事業特別会計予算 ◎ ◎
議案第5号 平成26年度東御市後期高齢者医療特別会計予算 ◎ ◎
議案第6号 平成26年度東御市水道事業会計予算 ◎ ◎
議案第7号 平成26年度東御市下水道事業会計予算 ◎ ◎
議案第8号 平成26年度東御市病院事業会計予算 ◎ ◎
議案第9号 平成25年度東御市一般会計補正予算（第5号） ◎ ― ― ―
議案第10号 平成25年度東御市国民健康保険特別会計補正予算（第2号） ◎ ― ― ―
議案第11号 平成25年度東御市介護保険特別会計補正予算（第3号） ◎ ― ― ―
議案第12号 平成25年度東御市工業地域開発事業特別会計補正予算（第1号） ◎ ― ― ―
議案第13号 平成25年度東御市後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号） ◎ ― ― ―
議案第14号 平成25年度東御市水道事業会計補正予算（第2号） ◎ ― ― ―
議案第15号 平成25年度東御市下水道事業会計補正予算（第2号） ◎ ― ― ―
議案第16号 平成25年度東御市病院事業会計補正予算（第2号） ◎ ― ― ―
議案第17号 東御市まちづくり審議会条例の一部を改正する条例 ◎ ◎
議案第18号 東御市特別職の職員等の給与に関する条例の一部を改正する条例 ◎ ◎
議案第19号 東御市特別会計条例の一部を改正する条例 ◎ ◎
議案第20号 東御市税条例の一部を改正する条例 ◎ ◎
議案第21号 東御市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 ◎ ◎
議案第22号 東御市就学指導委員会条例の一部を改正する条例 ◎ ◎
議案第23号 東御市社会教育委員条例の一部を改正する条例 ◎ ◎
議案第24号 東御市集会施設条例の一部を改正する条例 ◎ ◎
議案第25号 東御市保育所条例の一部を改正する条例 ◎ ◎
議案第26号 東御市児童館条例の一部を改正する条例 ◎ ◎
議案第27号 東御市高齢者センター条例の一部を改正する条例 ◎ ◎
議案第28号 東御市商工業振興条例の一部を改正する条例 ◎ ◎
議案第29号 東御市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例 ◎ ◎
議案第30号 東御市公共物管理条例の一部を改正する条例 ◎ ◎
議案第31号 東御市障害者支援施設条例の一部を改正する条例 ◎ ◎
議案第32号 東御市加沢地区共同園芸施設条例を廃止する条例 ◎ ◎
議案第33号 東御市羽毛田勤労者会館条例を廃止する条例 ◎ ◎
議案第34号 第2次東御市総合計画基本構想の策定について ◎ ◎
議案第35号 北御牧学校給食センター改築工事請負契約の締結について ◎ ― ― ―
議案第36号 市道路線の認定について ◎ ◎
議案第37号 財産の処分について ◎ ◎
議案第38号 市有財産の譲渡について ◎ ◎
議案第39号 市有財産の譲渡について ◎ ◎
議案第40号 市有財産の譲渡について ◎ ◎
議案第41号 教育委員会委員の任命について ◎ ― ― ―
議案第42号 公平委員会委員の選任について ◎ ― ― ―
議案第43号 平成25年度東御市一般会計補正予算（第6号） ◎ ― ― ―
議案第44号 田中保育園建設工事請負契約の締結について ◎ ― ― ―
議案第45号 上田地域広域連合ふるさと基金に係る権利の一部を放棄することについて ◎ ◎
議案第46号 権利の放棄について ◎ ◎
議案第47号 北御牧学校給食センター改築工事変更請負契約の締結について ◎ ― ― ―
議案第48号 田中保育園建設工事変更請負契約の締結について ◎ ― ― ―

陳情第9号 2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会に向けた環境整備及び地域にお
ける取り組みへの支援を求める陳情書 採択 採択

陳情第10号 食の安全・安心の確立を求める陳情書 採択 採択
陳情第11号 微小粒子物質（PM2.5）に係る総合的な対策の推進を求める陳情書 採択 採択
陳情第12号 労働者保護ルール改悪反対を求める意見書の採択を求める陳情書 採択 採択
陳情第13号 TPP（環太平洋戦略的経済連携協定）交渉に関する陳情書 採択 採択

常任委員会審査結果の「―」印は、委員会に付託されなかった案件です。

平成26年度
一般会計予算

予算特別委員長
依田政雄議員

①かつてない大型予算が計上される中で、市税の歳
入に占める割合は25.9%と依然低い水準にある。

　　予算編成における市民負担軽減などの工夫は
見られるものの、健全財政の堅持を基本とした財
政運営を図られたい。

②少子高齢化が進み、医療費・介護費が年々大幅に
増加する傾向があり、市民の負担増が見込まれ
る。そのような中で、個々の健康づくりが必要不
可欠である。平成26年度新規事業として市民の健
康づくりを計画している。これらの事業の実施に

当たっては市民への周知徹底が最重要と考える。
　　庁内各課の連携を図りながらあらゆる機会を

活用し、市民に呼びかけ、楽しみながら多くの参
加が得られるよう創意工夫をされたい。

③市における荒廃農地は450haにも及び、その対策
は喫緊の課題である。

　　より効果的な対策を進めるとともに、荒廃農地
復旧事業補助金については、対象を永年作物に限
るという制限をはずし、多種多様な作物の栽培が
可能となるよう検討されたい。

全会一致で可決
予算特別委員会審査報告

付帯意見

  本委員会は、3月7日に付託された平成26年度東御市一般会計予算案につい
て、各常任委員会の予備審査結果に基づき、3月17日に審査した結果、全会一
致により原案を可決すべきものと決定しました。
昨年9月議会での平成24年度一般会計に係る決算特別委員会の付帯意見や市
長施政方針における市重点施策が平成26年度の一般会計予算にどのように反
映されているかについても審査しました。
　なお、原案を可決するにあたり次の意見を付することにしました。

　

平
成
26
年
度
一
般
会
計

予
算
は
、前
年
度
2
・
8
％

増
の
歳
入
1
4
8
億
円
と

い
う
大
型
の
予
算
提
示
で

あ
る
。ま
だ
ま
だ
景
気
回
復

の
実
感
が
あ
ま
り
な
い
中
、

合
併
後
10
年
が
経
過
し
、合

併
特
例
も
終
了
、更
に
は
来

年
度
も
舞
台
が
丘
整
備
事

　

総
合
的
な
判
断
か
ら
賛

成
す
る
。

　

予
算
の
執
行
具
体
化
に

当
た
っ
て
、留
意
す
べ
き
こ

と
を
3
点
指
摘
し
た
い
。

　

そ
の
第
1
は
、市
民
の
暮

ら
し
と
地
域
経
済
の
実
態

を
見
据
え
て
、市
と
し
て
で

き
る
こ
と
を
積
極
的
に
展

開
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ

と
だ
。4
月
か
ら
消
費
税
大

賛 

成 

討 

論

蓮見喜昭議員の賛成討論平林千秋議員の賛成討論

蓮見喜昭議員平林千秋議員
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対
す
る
債
権
放
棄
が
決
ま
り
、

不
良
資
産
処
理
が
一
歩
前
進
し

ま
し
た
。今
後
の
課
題
は
土
地

開
発
公
社
か
ら
譲
渡
さ
れ
た
工

場
団
地
や
住
宅
団
地
の
販
売
促

進
で
す
。

　

上
下
水
道
の
代
金
収
納
業
務

は
3
年
前
か
ら
民
間
委
託
し
て

い
ま
す
。こ
れ
ま
で
ト
ラ
ブ
ル

も
な
く
未
収
金
も
減
少
す
る
な

ど
一
定
の
成
果
を
あ
げ
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

京
ド
ー
ム
98
個
分
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。そ
の
う
ち
約
4
割
の

1
9
1
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
山
林
・

原
野
化
し
て
い
ま
す
。荒
廃
農

地
対
策
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。

い
ま
市
に
は
荒
廃
農
地
復
旧
補

助
金
が
あ
り
ま
す
が
、果
樹
な

ど
永
年
性
作
物
の
作
付
が
条
件

と
な
っ
て
い
ま
す
。よ
り
有
効

に
活
用
す
る
た
め
に
作
付
品
目

の
条
件
撤
廃
を
提
言
し
ま
し
た
。

　

本
議
会
で
土
地
開
発
公
社
に

　

本
委
員
会
は
3
月
7
日
に
付

託
さ
れ
た
上
下
水
道
事
業
会
計

予
算
2
件
、条
例
改
正
6
件
、道

路
認
定
・
財
産
処
分
2
件
、陳
情

3
件
の
審
査
を
3
月
11
日
、12

日
に
実
施
。全
員
の
賛
成
で
認

定
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

効
果
的
な
荒
廃
地
対
策
を

　

市
内
の
荒
廃
農
地
は
こ
の

1
年
で
16
％
増
え
、平
成
24
年

現
在
4
5
0
ヘ
ク
タ
ー
ル（
東

て
言
え
る
事
は
、給
付
が
増
加

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
こ
と

で
す
。そ
れ
ら
の
抑
制
を
図
る

た
め
に
は
市
民
一
人
一
人
の
健

康
づ
く
り
事
業
に
力
を
入
れ
る

べ
き
で
あ
る
と
考
え
同
様
の
意

見
を
付
し
ま
し
た
。

病
院
事
業
会
計

　
「
病
院
事
業
会
計
」
に
つ
い

て
は
、市
民
病
院
の
今
後
の
診

療
体
制
の
変
化
に
伴
い
、病
院

と
し
て
の
質
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
市
民
の
た
め
の
病
院
と

な
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。ま

た
、職
員
一
丸
と
な
っ
て
の
経

営
健
全
化
に
努
力
さ
れ
た
い
と

の
意
見
も
付
し
ま
し
た
。

現
地
視
察
を
し
ま
し
た

　

４
月
開
園
の
和
保
育
園
、平

成
29
年
に
稼
動
予
定
の
生
ゴ
ミ

処
理
施
設
の
建
設
予
定
地
で
あ

る
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
敷
地
、

老
巧
化
に
伴
い
、廃
止
さ
れ
る

北
御
牧
地
域
に
あ
る
高
齢
者
セ

ン
タ
ー
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

本
委
員
会
は
平
成
26
年
度
一

般
会
計
予
算
の
予
備
審
査
と
特

別
会
計
4
件
、事
業
会
計
1
件
、

条
例
等
5
件
、陳
情
1
件
の
審

査
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
一
般
会
計
に
お

け
る
付
帯
意
見
は
次
の
通
り
で

す
。少
子
高
齢
化
が
進
み
、医
療

費
介
護
費
が
年
々
大
幅
に
増

加
す
る
傾
向
が
あ
り
、市
民
の

負
担
増
が
見
込
ま
れ
ま
す
。そ

の
よ
う
な
中
で
、26
年
度
新
規

事
業
と
し
て
市
民
の
健
康
づ
く

り
を
計
画
し
て
い
ま
す
が
こ
れ

ら
の
事
業
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

市
民
の
周
知
徹
底
が
最
重
要
で

す
。庁
内
各
課
の
連
携
を
図
り

な
が
ら
、あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉

え
、市
民
に
呼
び
か
け
、楽
し
み

な
が
ら
、多
く
の
参
加
が
得
ら

れ
る
よ
う
創
意
工
夫
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
。

　

ま
た
、「
東
御
市
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
」「
東
御
市
介
護
保

険
特
別
会
計
」「
東
御
市
後
期
高

齢
者
特
別
会
計
」
の
3
会
計
に

つ
い
て
は
、い
ず
れ
も
共
通
し

し
、一
定
期
間（
概
ね
15
年
）が

経
過
す
る
中
で
、管
理
を
依
頼

し
て
い
た
使
用
者
に
無
償
譲
渡

す
る
も
の
で
、妥
当
と
認
め
田

中
区
、芸
術
む
ら
区
、御
牧
原
北

部
区
へ
譲
渡
さ
れ
ま
す
。

広
域
連
合
ふ
る
さ
と
基
金

の
権
利
の
一
部
放
棄

　
「
信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
」

へ
財
政
支
援
を
す
る
も
の
で
、

そ
の
負
担
額
は
広
域
連
合
規
約

に
基
づ
き
算
出
さ
れ
ま
す
。財

政
支
援
期
間
は
平
成
26
年
度
〜

平
成
30
年
度
ま
で
と
し
、平
成

26
年
度
の
東
御
市
分
の
ふ
る
さ

と
基
金
か
ら
の
権
利
放
棄
額
は

9
7
5
万
3
千
円
で
、上
田
地

域
の
医
療
再
生
に
必
要
と
認
め

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

11
億
5
千
4
百
万
円
の

権
利
の
放
棄

　

土
地
開
発
公
社
の
債
務
の
代

位
弁
済
に
充
て
る
三
セ
ク
債
に

つ
い
て
は
、2
月
27
日
に
長
野

県
知
事
か
ら
借
入
れ
許
可
が

　

本
委
員
会
は
3
月
7
日
に
付

託
さ
れ
た
26
年
度
一
般
会
計
予

算
の
予
備
審
査
、第
2
次
東
御

市
総
合
計
画
基
本
構
想
、土
地

開
発
公
社
の
代
位
弁
済
に
伴
う

権
利
放
棄
、上
田
広
域
連
合
ふ

る
さ
と
基
金
の
権
利
の
一
部
放

棄
、市
有
財
産
の
譲
渡
な
ど
の

議
案
6
件
と
条
例
6
件
、陳
情

1
件
の
審
査
と
、4
ヶ
所
の
現

地
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

第
二
次
総
合
計
画

基
本
構
想
を
策
定

　

12
月
議
会
で
各
常
任
委
員
会

か
ら
意
見
書
が
提
出
さ
れ
、ま

ち
づ
く
り
審
議
会
か
ら
の
答
申

書
も
ほ
ぼ
同
じ
意
見
が
付
さ
れ

て
い
た
た
め
、全
般
的
に
精
査

し
成
案
化
さ
れ
た
。64
施
策
の

う
ち
39
施
策
の
目
標
値
や
内
容

の
修
正
を
か
け
た
と
の
こ
と
で

あ
り
、可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
ま
し
た
。

市
有
財
産
の
譲
渡

　

市
が
公
共
施
設
と
し
て
設
置

東部中学校を視察

豪雪による農業ハウスの被害状況を視察 高齢者センターみまきを視察

常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

合併11年目を迎え
第二次総合計画を策定

健康づくり施策の実施について
は周知の方法に創意工夫を

2
・
14
豪
雪
で
農
業
被
害
甚
大

有
効
な
対
策
を
申
し
入
れ

産業
建設

温
泉
施
設
の
経
営
改
善
を

　

温
泉
施
設
に
対
す
る
委
託
費

が
燃
料
の
高
騰
な
ど
で
1
千
万

円
増
え
、総
額
8
千
万
円
に
な

る
こ
と
に
対
し
質
問
が
相
次
ぎ

ま
し
た
。

　

振
興
公
社
に
対
し
さ
ら
な
る

経
営
努
力
を
求
め
る
意
見
、接

遇
向
上
へ
の
取
り
組
み
や
年
間

利
用
券
の
見
直
し
が
必
要
と
の

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

2
・
14
豪
雪
対
策
に
つ
い
て

　

今
回
の
豪
雪
は
東
御
市
に
も

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。当
委
員
会
は
2
月
26
日
、現

地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。倒
壊

し
た
農
業
用
ハ
ウ
ス
の
復
旧
に

つ
い
て
は
、被
害
農
家
の
声
に

耳
を
傾
け
迅
速
に
対
応
さ
れ
る

よ
う
市
に
要
請
し
ま
し
た
。

総務
文教

社会
福祉

あ
り
、20
年
間
で
の
償
還
が
認

め
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
後
寺
坂
・

白
樺
池
住
宅
団
地
3
区
画
の
販

売
や
0
・
2
6
%
の
低
金
利
で

借
入
れ
が
で
き
た
た
め
、当
初

の
予
定
と
比
較
す
る
と
毎
年

4
千
万
円
〜
3
千
万
円
程
、償

還
額
を
減
少
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。そ
の
努
力
と
経
緯
を

踏
ま
え
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
ま
し
た
。

　

和
保
育
園
は
立
地
条
件
も
良

く
園
舎
も
地
元
、県
産
材
が
ふ

ん
だ
ん
に
使
用
さ
れ
明
る
く

広
々
と
し
て
い
て
元
気
に
遊
ぶ

子
ど
も
達
の
姿
が
浮
か
び
ま
し

た
。

　

高
齢
者
セ
ン
タ
ー
で
は
、20

人
以
上
の
方
々
が
集
い
、楽
し

そ
う
に
歌
を
歌
っ
て
お
り
ま
し

た
。視
察
の
一
行
も
数
曲
共
に

歌
っ
て
き
ま
し
た
。
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代 表 質 問 項 目

太陽と風の会〈櫻井寿彦〉… ……………
●高地トレーニング構想について
●災害に強い地域づくりについて
●ごみの減量化施策と今後の課題について
●安全、安心な教育環境の整備について

さわやかな風の会〈井出進一〉… ………
●北御牧地域のこれからについて
●安全・安心を守る消防団や交通安全協会

（指導員）の扱いについて
●高地トレーニング構想について
●市長の市政運営について

信政会〈清水新一〉… ……………………
●市長の施政方針と運営について
●学校教育について
●農業・林業の振興について
●福祉・医療 ･ 介護について

高志会〈町田千秋〉… ……………………
●舞台が丘整備事業の進捗状況について
●防災対策について
●財政について

日本共産党〈平林千秋〉… ………………
●市政の基本について　
　・次期総合計画について
　・日本共産党の予算要望への対応について
　・日米軍事合同演習について
●介護保険制度改変にたいする市の対応に

ついて

ひまわりの会〈佐藤千枝〉… ……………
●災害に強い安全・安心なまちづくりについて
●市民と共に歩む、参画と協働のまちづくり

について
●農業振興について
●共に支え合い、みんなが元気に暮らせるま

ちづくりについて

公明党〈依田政雄〉… ……………………
●施政方針について
●消防団の処遇改善について
●防災・減災等に資する国土強靭化基本法で

の地域計画の策定について
●地域包括ケアシステムの推進について

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
が
、見
込

み
は
ど
う
か
。

市
長　

文
部
科
学
省
へ
の
要
望

が
全
国
か
ら
多
く
あ
る
と
聞
い

て
い
る
が
、実
現
す
る
こ
と
を

信
じ
て
夢
は
大
き
く
持
ち
、誘

致
に
向
け
て
全
力
を
上
げ
て
い

き
た
い
。

北
御
牧
地
域
の
振
興
は

ど
う
な
る
の
か

問　

小
学
校
区
単
位
の
地
域

づ
く
り
検
討
組
織
が
で
き
た
が
、

今
後
の
振
興
は
ど
う
な
る
の
か
。

総
務
部
長　

小
学
校
区
を
単
位

と
し
て
地
域
づ
く
り
に
取
り
組

む
団
体
に
対
し
て
、市
で
は
補

助
金
や
交
付
金
、地
域
づ
く
り

段
の
検
討
が
必
要
と
感
じ
た
。

問　

交
通
が
マ
ヒ
す
る
中
で
、

救
急
搬
送
な
ど
、出
動
要
請
に

応
え
ら
れ
た
か
。

総
務
部
長　

指
令
車
と
2
台
体

制
で
要
請
に
応
え
た
。14
日
か

ら
一
週
間
で
36
名
を
搬
送
。火

災
は
1
件
出
動
し
た
。

問　

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
な
ど
農

業
施
設
へ
の
被
害
状
況
は
。

産
業
建
設
部
長　

2
1
7

棟
が
倒
壊
。
い
ち
ご
、
ブ
ド

ウ
、廃
牛
乳
な
ど
、被
害
額
は

2
億
6
千
5
百
万
円
に
上
っ
た
。

29
年
度
を
目
標
に
ご
み
分

別
の
統
一
化
を
図
る

問　

生
ご
み
処
理
施
設
の
候

市
長　

浅
間
山
麓
菅
平
エ
リ
ア

は
、高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
良

好
な
環
境
で
あ
り
、2
月
26
日

エ
リ
ア
へ
施
設
設
置
と
支
援
を

要
望
。一
地
域
に
施
設
を
集
約

し
た
構
想
に
評
価
を
得
た
。

の
丸
高
原
の
競
泳
用
プ
ー
ル
の

誘
致
は
、東
御
市
が
独
自
で
進

め
て
い
る
。

問　

市
内
の
団
体
が
誘
致
活

動
の
推
進
を
市
に
要
望
し
た
が
、

誘
致
運
動
を
ど
の
よ
う
に
進
め

る
の
か
。

市
長　

市
内
の
9
団
体
か
ら
推

進
の
要
望
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

各
種
団
体
な
ど
に
よ
る
市
民
運

動
推
進
の
た
め
の
実
行
委
員
会

を
組
織
し
、日
本
水
泳
連
盟
の

協
力
を
い
た
だ
く
中
で
、市
民

と
の
交
流
、地
域
の
競
技
者
や

小
中
学
校
で
の
指
導
の
機
会
を

計
画
し
、誘
致
活
動
を
盛
り
上

げ
て
い
き
た
い
。

問　

前
例
の
な
い
大
き
な
プ

療
体
制
の
充
実
や
日
本
水
泳
連

盟
が
高
く
評
価
し
て
い
る
点
が

最
大
の
優
位
性
で
あ
る
。

問
　
市
民
へ
経
済
効
果
な
ど

の
判
断
材
料
の
提
供
は
。

市
長　

国
に
建
設
を
願
う
新
た

な
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、経
済
効

果
は
現
在
白
紙
の
状
態
。動
向

を
み
て
市
民
へ
説
明
し
た
い
。

記
録
的
大
雪
の検証

と
課
題
は

問　

大
雪
は
市
民
生
活
や
経

済
活
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
が
、得
た
教
訓
と
課
題
は
。

総
務
部
長　

除
雪
業
者
と
の
情

報
共
有
の
必
要
性
や
迅
速
な
伝

達
と
地
域
力
。職
員
の
登
庁
手

問　

近
隣
市
町
村
と
の
共
同

で
行
う
部
分
と
東
御
市
独
自
で

行
う
部
分
は
何
か
。

問　

国
へ
誘
致
の
要
望
書
を

出
さ
れ
た
が
、内
容
と
感
触
は
。

市
長　

浅
間
山
麓
・
菅
平
高
原

北御牧の祭典　火のアートフェスティバル

高地トレーニング施設候補地とされる
湯の丸高原1750m付近

支
援
員
に
よ
る
事
務
支
援
等
を

行
っ
て
い
る
。地
域
の
こ
と
は

地
域
の
住
民
が
考
え
、取
り
組

み
、解
決
す
る
。こ
の
繰
り
返
し

が
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

と
考
え
て
い
る
。

問　

新
年
度
か
ら
支
所
機
能

と
北
御
牧
庁
舎
は
ど
う
な
る
の

か
。

総
務
部
長　

総
合
支
所
は
本
庁

市
民
課
の
組
織
と
な
り
、支
所

市
民
係
の
み
と
な
る
。戸
籍
、住

民
票
、印
鑑
登
録
な
ど
が
主
な

業
務
と
な
る
。商
工
観
光
課
と

北
御
牧
公
民
館
は
現
状
の
ま
ま

業
務
を
行
う
。

問　

北
御
牧
地
区
独
自
の
イ

ベ
ン
ト
や
行
事
は
ど
う
な
る
の

か
。

総
務
部
長　

火
の
ア
ー
ト
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
、み
ま
き
ニ
ュ
ー

ド
カ
ン
コ
、北
御
牧
名
立
友
好

協
会
交
流
は
他
の
課
に
窓
口
を

移
管
し
、北
御
牧
公
民
館
が
行

う
行
事
は
現
状
の
と
お
り
実
施

す
る
。

※
他
に
、消
防
団
や
交
通
安
全

協
会
の
人
材
確
保
や
待
遇
改
善

に
つ
い
て
、市
長
の
市
政
運
営

に
つ
い
て
質
問
し
た
。

補
地
の
選
定
は
。

市
民
生
活
部
長　

庁
内
の
検
討

委
員
会
で
東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
内
を
選
定
し
た
。

問　

生
ご
み
の
収
集
は
全
市

一
斉
か
。段
階
的
な
導
入
か
。

市
民
生
活
部
長　

試
行
的
に
市

街
地
を
収
集
し
、段
階
的
な
導

入
を
考
え
て
い
る
。

問　

北
御
牧
地
区
の
東
部
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
ご
み
搬

入
に
伴
う
課
題
は
何
か
。

市
民
生
活
部
長　

ご
み
の
分
別

の
見
直
が
必
要
。一
市
2
制
度

の
解
消
は
合
併
時
か
ら
の
課
題
。

統
一
化
に
向
け
調
整
を
図
る
。

非
構
造
部
材
の
耐
震
補
強

の
工
法
は

問　

非
構
造
部
材
の
耐
震
補

強
に
至
っ
た
経
緯
と
工
法
は
。

教
育
部
長　

東
日
本
大
震
災
の

教
訓
か
ら
耐
震
補
強
が
喫
緊
の

課
題
に
な
っ
た
。窓
ガ
ラ
ス
の

飛
散
防
止
や
天
井
材
の
軽
量
化

な
ど
。市
の
負
担
は
13
・
3
%
と

手
厚
い
補
助
制
度
が
あ
る
。

に
関
係
6
市
町
村
で
推
進
協
議

会
を
立
ち
上
げ
、共
同
で
国
に

支
援
要
望
を
行
っ
て
い
る
。湯

問　

湯
の
丸
高
原
の
優
位
性
は
。

市
長　

首
都
圏
か
ら
近
く
、

1
7
5
0
m
の
高
地
環
境
、医

市
政
を
問
う

Q

A

議
員
の

市
か
ら
の

問い

答え

会 派 代 表 質 問

議員
13人

井出　進一議員
【さわやかな風の会】

問答

高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
構
想
の
誘
致

運
動
は
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か

市
全
体
の
組
織
づ
く
り
を
進
め

誘
致
活
動
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い

櫻井　寿彦議員
【太陽と風の会】

問答

高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
構
想
の経済

効
果
は

「
国
が
建
設
」の
新
し
い
手
法

ま
だ
白
紙
の
状
態
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常
用
発
電
機
を
設
置
す
る
。

　

平
成
27
年
、28
年
度
に
お
い

て
新
屋
水
源
に
非
常
用
発
電
機

設
備
を
計
画
し
て
お
り
、残
り

の
出
場
、原
口
配
水
池
の
水
源

に
つ
い
て
は
、平
成
29
年
度
以

降
の
実
施
を
計
画
し
て
い
る
。

問　

異
状
気
象
に
よ
り
季
節

を
問
わ
ず
、想
定
を
超
え
た
災

害
が
発
生
し
て
い
る
。

　

防
災
対
策
は
ハ
ー
ド
面
と
ソ

フ
ト
面
の
検
討
が
必
要
と
考
え

る
。特
に
市
民
生
活
に
密
着
し

た
ソ
フ
ト
面
で
あ
る
イ
ン
フ
ラ

の
一
つ
に
生
活
用
水
で
あ
る
水

源
対
策
が
あ
る
。

　

東
御
市
は
深
井
戸
か
ら
水
を

問　

千
曲
川
ワ
イ
ン
バ
レ
ー

構
想
の
中
で
、荒
廃
農
地
の
解

消
に
向
け
ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ
の

栽
培
が
、県
営
土
地
改
良
事
業

と
し
農
地
を
復
旧
し
整
備
後
は

農
地
集
約
の
た
め
、農
地
中
間

管
理
機
構
が
農
地
を
一
括
で
借

り
新
規
就
農
者
等
に
貸
し
出
す

と
い
う
計
画
が
進
ん
で
い
る
が
、

そ
の
状
況
に
つ
い
て
。

意
見
を
言
う
べ
き
だ
。

市
長　

持
続
で
き
る
制
度
に
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
。要
望
す

べ
き
こ
と
は
し
っ
か
り
要
望
し
、

よ
り
よ
い
改
革
に
つ
な
げ
て
い

く
。

問　

市
の
事
業
化
に
あ
た
り
、

現
行
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
低
下

さ
せ
な
い
で
も
ら
い
た
い
。

健
康
福
祉
部
長　

出
来
る
だ
け

低
下
を
ま
ね
か
な
い
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
。

将
来
の
財
政
状
況
は

問　

現
在
合
併
特
例
債
や
、ま

ち
づ
く
り
交
付
金
等
を
活
用
し

た
大
型
事
業
を
実
施
し
て
い
る

が
、将
来
の
財
政
状
況
の
見
通

し
は
ど
う
か
。

総
務
部
長　

現
在
進
行
中
の
事

業
及
び
今
後
計
画
し
て
い
る
事

く
み
上
げ
さ
え
す
れ
ば
、自
然

流
下
で
東
部
地
区
全
世
帯
に
給

水
で
き
る
条
件
の
良
い
地
形
に

恵
ま
れ
て
い
る
。

　

停
電
が
発
生
し
た
場
合
、深

井
戸
か
ら
の
揚
水
ポ
ン
プ
の
非

常
用
発
電
機
の
設
置
は
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
。ハ
ー
ド
面
の
防

災
対
策
で
あ
る
箱
物
だ
け
で
な

く
、ソ
フ
ト
面
で
あ
る
イ
ン
フ

産
業
建
設
部
長　

関
係
す
る
地

区
や
地
権
者
に
説
明
を
行
っ
て

お
り
、荒
廃
農
地
復
旧
事
業
と

し
て
、今
後
事
業
計
画
を
作
る

中
で
、事
業
費
や
収
益
性
が
ど

う
な
る
か
、営
農
計
画
も
策
定

し
て
い
く
。

　

ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ
が
生
産
さ

れ
て
く
る
中
で
、ブ
ド
ウ
を
市

内
で
醸
造
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

問　

国
の
介
護
保
険
制
度
改

悪
で
、27
年
度
か
ら
要
支
援
1
、

2
の
人
を
介
護
保
険
の
対
象
か

ら
外
し
、市
の
実
施
す
る
総
合

事
業
に
組
み
込
む
こ
と
に
な
る
。

　

保
険
料
を
納
め
て
き
た
の
に

サ
ー
ス
ビ
ス
を
受
け
よ
う
と
し

た
ら
排
除
す
る
と
い
う
制
度
の

根
幹
に
か
か
わ
る
大
改
悪
だ
。

東
御
市
で
は
3
0
0
人
余
、介

護
認
定
者
の
20
％
が
保
険
か
ら

排
除
さ
れ
る
大
問
題
だ
。国
に

ラ
整
備
に
も
力
を
注
ぐ
べ
き
だ
。

　

議
会
は
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
機

関
で
あ
る
と
同
時
に
、政
策
提

言
を
し
て
市
民
の
安
定
し
た
生

活
の
た
め
に
、行
政
と
議
会
が

両
輪
と
な
っ
て
市
政
運
営
を
進

め
る
使
命
を
持
っ
て
い
る
。

　

市
長
の
考
え
を
問
う
。

市
長　

水
道
施
設
に
お
け
る
停

電
時
へ
の
備
え
に
つ
い
て
は
、

以
前
よ
り
そ
の
重
要
性
に
つ
い

て
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
お
り
、

市
と
し
て
も
上
下
水
道
局
を
主

体
に
検
討
を
進
め
て
き
た
。

　

災
害
時
の
給
水
拠
点
と
し
て

そ
の
水
源
で
あ
る
深
井
戸
に
は
、

停
電
時
に
非
常
用
発
電
設
備
が

必
要
と
考
え
る
。

　

平
成
26
年
度
に
八
重
原
配
水

池
に
、圧
送
ポ
ン
プ
を
動
か
す

非
常
用
発
電
設
備
を
整
備
す
る

予
定
だ
。ま
た
本
年
度
施
工
中

で
あ
る
新
西
入
水
源
に
は
、非

が
今
後
の
農
業
振
興
、地
域
産

業
振
興
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ

と
か
ら
、ワ
イ
ン
振
興
の
進
捗

状
況
を
見
な
が
ら
研
究
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

財
政
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て

問　

舞
台
が
丘
整
備
事
業
も

進
展
し
て
い
る
が
、市
の
財
源

状
況
は
。

市
長　

財
政
健
全
化
の
視
点
か

ら
合
併
特
例
債
や
合
併
特
例
交

付
金
、社
会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
な
ど
を
有
効
活
用
し
公
共

施
設
な
ど
の
整
備
を
実
施
し

そ
の
結
果
平
成
25
年
度
末
に
お

け
る
市
の
起
債
残
高
は
、一
般

会
計
他
の
会
計
を
合
わ
せ
る
と

約
3
9
5
億
円
の
見
込
と
な
る
。

な
お
起
債
の
発
行
に
当
っ
て
は

後
年
度
に
負
担
す
る
元
利
償
還

金
に
つ
い
て
、交
付
税
措
置
の

あ
る
有
利
な
起
債
を
活
用
し
、

整備されたワイン用ブドウ園

西入水源浄水施設に設置された非常用発電機

問　

質
の
面
で
も
量
の
面
で

も
低
下
を
ま
ね
か
な
い
よ
う
に

す
べ
き
だ
。専
門
職
の
技
能
が

必
要
で
こ
の
点
も
よ
く
検
討
し

て
も
ら
い
た
い
。

　

国
も
介
護
保
険
料
に
つ
い
て

低
所
得
者
へ
の
措
置
を
と
る
よ

う
だ
が
、負
担
が
重
く
な
ら
な

い
よ
う
多
段
階
化
を
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長　

国
、県
の
動

向
を
み
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

人
口
を
減
ら
さ
な
い
積
極
的

政
策
が
必
要
で
は
な
い
か

問　

第
2
次
東
御
市
総
合
計

画
10
年
後
の
東
御
市
の
人
口
は

ど
う
な
る
の
か
。ま
ち
の
活
力

を
維
持
す
る
た
め
、少
な
く
と

も「
減
ら
さ
な
い
」
と
い
う
目

標
を
も
っ
て
、積
極
的
に
取
り

組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。東
御

市
は
上
小
地
域
で
も
最
も
減
少

の
少
な
く（
下
の
図
参
照
）、地

の
利
、人
の
利
が
あ
る
。

市
長　

全
国
的
に
人
口
減
が
予

測
さ
れ
て
い
る
。地
域
の
総
合

的
な
魅
力
を
ア
ッ
プ
し
、総
合

的
に
す
べ
て
の
施
策
の
グ
レ
ー

ド
を
よ
く
す
る
な
か
で
I
タ
ー

ン
・
U
タ
ー
ン
・
J
タ
ー
ン
を
い

ざ
な
い
、結
果
と
し
て
人
口
増

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

実
質
的
な
起
債
残
高
の
低
減
に

努
め
た
い
。

講
義
棟
の
利
用
方
法
は

問　

中
央
公
民
館
の
増
改
築

も
完
了
し
、3
月
16
日
竣
工
式

が
行
わ
れ
た
。
1
5
0
人
規
模

の
講
義
棟
に
つ
い
て
は
議
論
も

あ
っ
た
が
、公
民
館
機
能
を
十

分
活
用
し
た
計
画
を
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

教
育
次
長　

今
ま
で
講
堂
の

利
用
が
非
常
に
多
く
、年
間
約

6
0
0
回
の
使
用
が
あ
り
、1

日
当
た
り
2
〜
3
回
と
い
っ
た

利
用
が
あ
っ
た
。使
い
た
い
の

に
使
え
な
い
、ま
た
机
や
椅
子

の
出
し
入
れ
が
非
常
に
大
変
で

あ
る
と
い
う
意
見
も
あ
り
増
築

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
自
主
的
に

活
用
さ
れ
る
の
が
一
番
だ
が
、

活
用
策
の
一
つ
と
し
て
市
民
大

学
講
座
を
充
実
し
、在
り
方
に

つ
い
て
は
運
営
委
員
会
を
組
織

し
要
望
を
お
聞
き
し
な
が
ら
活

用
し
て
い
き
た
い
。

業
に
つ
い
て
も
、財
政
状
況
を

考
慮
し
て
計
画
し
て
い
る
。

　

平
成
29
年
度
ま
で
の
財
政
状

況
に
つ
い
て
は
健
全
財
政
が
維

持
さ
れ
る
。

問　

助
産
所
の
設
置
は
じ
め

市
の
子
育
て
支
援
策
、ま
た
、巨

峰
や
ワ
イ
ン
生
産
、八
重
原
米

は
じ
め
す
ぐ
れ
た
農
産
物
を
活

か
し
た
農
業
振
興
な
ど
、い
ま

あ
る
資
源
を
活
用
し
て
東
御
市

の
イ
メ
ー
ジ
を
積
極
的
に
発
信

す
る
政
策
展
開
が
必
要
だ
。

問　

総
合
的
な
農
業
振
興
計

画
を
策
定
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

産
業
建
設
部
長　

で
き
る
だ
け

す
み
や
か
に
策
定
し
た
い
。

※
こ
の
他
、日
米
合
同
軍
事
演

習
、共
産
党
の
予
算
要
望
へ
の

対
応
で
質
問
し
た
。

清水　新一議員
【信政会】

問答

地
域
振
興
に
向
け
ワ
イ
ン
醸
造
所
を

荒
廃
農
地
を
ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ
の

事
業
、営
農
計
画
を
策
定

平林　千秋議員
【日本共産党】

問答

介
護
保
険
要
支
援
外
し
は
大
問
題

現
行
水
準
を
守
れ

で
き
る
だ
け
低
下
さ
せ
な
い

町田　千秋議員
【高志会】

問答

市
民
生
活
に
密
着
し
た具体

的
な
水
源
対
策

水
源
に
非
常
用
発
電
設
備
を

計
画
し
て
い
る

会 派 代 表 質 問
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の
処
遇
改
善
を
予
定
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、市
で
も
改
正
の
趣

旨
を
踏
ま
え
適
切
に
対
応
す
る
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
推
進
を

問　

地
域
包
括
ケ
ア
は
、社
会

保
障
制
度
の
未
来
を
決
め
る
大

事
な
取
組
、地
域
の
特
性
に
応

問　

市
長
施
政
方
針
で
の
生
ご

み
処
理
施
設
の
内
容
に
つ
い
て
。

市
長　

平
成
29
年
度
を
目
途
に

建
設
す
る
。市
民
の
皆
様
の
理

解
協
力
を
頂
き
な
が
ら
進
め
る
。

問　

小
中
学
校
体
育
館
等
の

非
構
造
部
材
の
耐
震
化
補
強
工

事
の
内
容
・
規
模
等
に
つ
い
て
。

市
長　

26
・
27
年
度
で
行
い
安

全
、安
心
な
教
育
環
境
の
整
備

問　

大
雪
に
よ
り
救
急
等
の

要
請
に
応
え
ら
れ
た
の
か
。

総
務
部
長　

2
月
15
日
か
ら
21

日
ま
で
41
件
の
救
急
出
動
要
請

が
あ
り
、全
て
に
対
応
し
た
。

問　

今
後
メ
ー
ル
配
信
や
防

災
ラ
ジ
オ
が
な
い
方
へ
の
情
報

提
供
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

総
務
部
長　

今
回
の
雪
害
に
よ

り
、メ
ー
ル
配
信
加
入
者
が
増

じ
た
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

東
御
市
の「
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
」
の
構
築
を
目
指
し
て

確
か
な
道
筋
を
示
す
べ
き
基
本

的
な
考
え
と
、取
組
を
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長　

こ
の
シ
ス
テ

ム
は
、介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

強
化
、医
療
と
の
連
携
強
化
、介

護
予
防
の
推
進
、多
様
な
生
活

を
図
り
た
い
。

問　

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業

に
つ
い
て
。

市
長　

健
康
づ
く
り
事
業
へ
の

参
加
に
関
し
て
、活
動
を
ポ
イ

ン
ト
化
し
、特
典
が
受
け
ら
れ

る
も
の
で
健
康
づ
く
り
へ
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
効
果

が
あ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

問　

消
費
税
増
税
に
と
も

え
た
。26
年
度
よ
り
テ
レ
ビ
か

ら
地
元
地
域
の
情
報
を
得
ら
れ

る
の
で
、制
度
の
周
知
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

第
二
次
東
御
市
総
合
計
画

の
策
定
に
つ
い
て

問　

市
民
か
ら
の
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
は
計
画
に
ど
う
反

映
さ
れ
た
の
か
。

な
っ
て
支
給
さ
れ
る「
臨
時
福

祉
給
付
金
・
子
育
て
世
帯
臨
時

特
例
給
付
金
」
の
対
象
人
数
と

お
知
ら
せ
に
つ
い
て
。

市
長　

給
付
金
の
対
象
者

は
、臨
時
給
付
金
が
、お
よ
そ

5
4
0
0
人
子
育
て
世
帯
臨

時
特
例
給
付
金
が
お
よ
そ

3
8
0
0
人
。

問　

大
雪
で
の
財
政
的
な
支
援

と
今
後
の
豪
雪
対
策
に
つ
い
て
。

市
長　

大
雪
対
策
協
力
交
付
金

で
財
政
支
援
を
行
い
災
害
全
般

へ
の
備
え
を
見
直
し
強
化
す
る
。

消
防
団
の
処
遇
改
善
を

問　

昨
年
成
立
し
た「
消
防
団

支
援
法
13
条
」で
は
、消
防
団
の

処
遇
改
善
を
国
と
自
治
体
に
義

務
付
け
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
、

取
り
組
み
を
伺
う
。

総
務
部
長　

国
も
消
防
団
員
の

退
職
報
奨
金
を
引
き
上
げ
る
等

総
務
部
長　

25
人
か
ら
26
件
の

意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。意
見
の

7
割
を
基
本
計
画
の
見
直
し
に

活
用
し
成
案
化
を
実
施
し
た
。

問　

公
共
施
設
整
備
の
財
源
は

今
後
ど
う
確
保
し
て
い
く
の
か
。

総
務
部
長　

今
年
が
、合
併
特

例
債
の
適
用
最
終
年
度
と
な
る

た
め
、市
税
等
の
自
主
財
源
の

確
保
や
国
・
県
等
の
有
利
な
支

援
策
を
活
用
し
健
全
財
政
を
維

持
し
て
い
き
た
い
。

『
米
政
策
』の
変
更
に
よ
る

水
田
農
家
へ
の
影
響
は
あ

る
の
か

問　

今
後
、「
米
政
策
」の
見
直

し
に
よ
り
交
付
金
が
半
減
さ
れ

る
が
、何
戸
の
農
家
が
直
接
支

払
交
付
金
を
受
け
て
い
る
の
か
。

産
業
建
設
部
長　

平
成
24
年
度
実

績
で
は
、農
家
数
は
4
8
1
戸
。交

付
額
は
3
5
8
7
万
円
。今
後
、農

2・14の雪害による除雪作業で区民の地域力全開

市民の安全安心を守る消防団の勇姿

家
の
受
け
る
影
響
を
最
小
限
に
と

ど
め
る
よ
う
取
り
組
む
。

問　

地
域
の
特
色
を
生
か
す

取
り
組
み
と
し
て
、産
地
交
付

金
が
あ
る
が
今
後
ど
の
よ
う
に

進
め
て
行
く
の
か
。

産
業
建
設
部
長　

多
く
の
農
家

が
追
加
交
付
さ
れ
る
よ
う
市
策

定
の
計
画
に
飼
料
用
米
や
加
工

用
米
な
ど
多
く
の
作
物
を
取
り

入
れ
て
い
く
。

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
高
齢

者
施
策
の
推
進
を

問　

平
成
27
年
か
ら
始
ま
る

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
、東
御
市
と
し
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長　

要
支
援
認
定

者
が
地
域
支
援
事
業
へ
移
行

す
る
中
で
、今
後
も
効
率
的
な

サ
ー
ビ
ス
提
供
が
で
き
る
よ
う

進
め
て
行
き
た
い
。

※
他
に
増
加
傾
向
に
あ
る
若
年

性
認
知
症
の
対
応
と
そ
の
施
策

に
つ
い
て
質
問
し
た
。

支
援
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
、住
宅

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
促
進
と
い

う
5
つ
の
視
点
に
よ
る
取
組
が

不
可
欠
で
あ
る
。各
地
区
で
懇

談
会
を
開
催
し
、地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
概
念
や
考
え
方

の
説
明
を
お
こ
な
い
、意
見
交

換
を
行
う
。

佐藤　千枝議員
【ひまわりの会】

問答

雪
害
に
よ
り
農
業
被
害
に
遭
わ
れ
た

農
家
へ
の
財
政
支
援
を

ハ
ウ
ス
の
倒
壊
・
農
作
物
等
の

被
害
状
況
を
調
査
し
、財
政
支
援
を
行
う

依田　政雄議員
【公明党】

問答

未
曽
有
の
大
雪
で
市
民
生
活
に
支
障

除
排
雪
の
財
政
支
援
は

大
雪
対
策
協
力
交
付
金
の

財
政
的
支
援
を
強
化
す
る

会 派 代 表 質 問
一 般 質 問

蓮見　喜昭… ……………………………………………………
●中学校部活動の朝練習廃止について

●市民農園について

阿部　貴代枝……………………………………………………
●市民が「心身」共に元気に暮らせるためには

●安全、安心なまちで子どもも大人も輝くために

若林　幹雄… ……………………………………………………
●若者の政治意識を育てるため 子供議会を検討したらど

うか

●祢津御堂地籍へのワイン用ぶどう団地造成計画とはど

のようなものか

●舞台が丘整備にかかわる県東深井線延伸に伴う高校と

の補償交渉はどうなったのか

横山　好範… ……………………………………………………
●高齢者福祉対策について

●農地遊休化の防止対策について

窪田　俊介… ……………………………………………………
●子育て支援について

●高地トレーニング用プール施設について

●太陽光発電施設と景観について

依田　俊良… ……………………………………………………
●職員研修について

●地域づくりサポーター制度について

●市立図書館について

●温泉施設について

個 人 質 問 項 目

次
ペ
ー
ジ
よ
り
個
人
質
問
で
す
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一 般 質 問一 般 質 問

問　

農
地
遊
休
化
防
止
は
農

業
委
員
会
の
役
割
が
重
要
で
あ

る
が
そ
の
活
動
状
況
は
ど
う
か
。

産
業
建
設
部
長　

農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
を
日
常
業
務
と
し
、年

一
回
農
地
利
用
状
況
を
調
査
し
、

そ
の
結
果
に
も
と
づ
き
個
別
に

調
整
を
行
っ
て
い
る
。不
在
地

主
の
農
地
を
含
め
所
有
者
の
意

向
を
確
認
し
、耕
作
希
望
者
へ

事
業
の
参
加
を
ポ
イ
ン
ト
化
し
、

何
か
特
典
を
提
供
す
る
取
り
組

み
で
、こ
れ
ら
は
、各
種
検
診
の

受
診
率
の
向
上
や
生
活
習
慣
病

予
防
な
ど
の
課
題
の
解
消
や
健

康
づ
く
り
の
意
識
の
向
上
等
が

期
待
さ
れ
る
。

問　

障
が
い
を
知
り
、共
に
暮

ら
す
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
子

ど
も
た
ち
の
理
解
を
ど
の
よ
う

動
と
と
も
に
、望
ま
し
い
本
当

の
部
活
動
、中
学
校
の
生
徒
の

生
活
を
見
直
し
て
い
く
こ
と
は

時
間
が
必
要
と
考
え
る
。

問　

中
学
校
の
部
活
の
延
長

で
あ
る
社
会
体
育
も
廃
止
と
い

う
こ
と
だ
が
、実
際
は
ど
う
か
。

教
育
次
長　

中
学
校
部
活
動
を

延
長
す
る
形
で
主
体
者
が
か
わ

る
だ
け
の
社
会
体
育
活
動
は
、

問　

新
年
度
予
算
の
市
民
が
心

身
と
も
に
健
康
に
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
の
新
事
業
は

ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
り
ど
の

よ
う
な
効
果
が
期
待
さ
れ
る
か
。

健
康
福
祉
部
長　
「
プ
ラ
ス
10

ミ
ニ
ッ
ツ
」は
、一
日
に
プ
ラ
ス

10
分
間
の
身
体
活
動
を
無
理
な

く
行
う
取
り
組
み
だ
。「
健
康

マ
イ
レ
ー
ジ
」
は
健
康
づ
く
り

問　

他
の
市
町
村
で
は
4
月

以
降
の
朝
練
を
ど
う
す
る
か
態

度
を
表
明
し
て
い
る
所
も
あ
る

が
東
御
市
は
ど
う
か
。

教
育
長　

こ
の
4
月
か
ら
す
べ

て
の
課
題
を
ク
リ
ア
し
て
ス

タ
ー
ト
と
い
う
わ
け
に
は
い
か

な
い
と
考
え
る
。公
平
性
を
保

つ
た
め
に
も
1
校
で
決
め
る
こ

と
で
は
な
い
。当
面
4
月
の
活

問　

若
者
の
政
治
意
識
を
育

て
る
た
め
に
子
ど
も
議
会
を
開

催
し
た
ら
ど
う
か
。

教
育
次
長　

県
内
19
市
中
5
市

で
実
施
し
て
い
る
。当
市
で
も

平
成
21
年
に
東
部
中
学
校
の
社

会
科
授
業
で
実
施
し
、10
名
の

生
徒
が
質
問
に
立
っ
た
。効
果

が
あ
る
こ
と
は
認
め
る
が
参
加

で
き
る
生
徒
が
限
定
さ
れ
、負

の
斡
旋
を
行
っ
て
い
る
。

問　

小
面
積
の
畑
地
圃
場
の

活
用
に
は
集
落
営
農
が
有
効
で

は
な
い
か
。

産
業
建
設
部
長　

集
落
営
農
は

地
域
づ
く
り
の
面
か
ら
も
重
要

で
あ
る
。リ
ー
ダ
ー
が
必
要
で

あ
る
。リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
進

め
集
落
営
農
組
織
が
立
ち
上
が

る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

担
が
大
き
い
な
ど
課
題
も
多
い
。

問　

最
近
で
は
5
つ
の
町
村

で
も
実
施
さ
れ
広
が
っ
て
き
て

い
る
。工
夫
し
て
で
き
な
い
か
。

教
育
次
長　

教
育
委
員
会
と
し

て
は
一
部
の
生
徒
し
か
経
験
で

き
な
い
と
い
う
の
は
乗
り
越
え

が
た
い
課
題
だ
。

問　

子
ど
も
議
会
を
通
じ
て

地
域
の
こ
と
を
考
え
る
経
験
を

介
護
予
防
活
動
の
推
進
を

問　

高
齢
社
会
の
現
状
は
ど

う
か
。

健
康
福
祉
部
長　

平
成
26
年

1
月
現
在
の
高
齢
者
人
口
は

8
2
7
8
人
で
総
人
口
の
26
・

6
%
と
な
っ
て
い
る
。
う
ち

1
5
2
8
人
が
要
介
護
認
定
者

で
あ
る
。

問　

高
齢
者
の
介
護
予
防
の

取
り
組
み
状
況
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長　

高
齢
者
ク

ラ
ブ
、ス
ポ
ー
ツ
活
動
、健
康

づ
く
り
活
動
、文
化
活
動
に
多

く
の
方
が
参
加
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
も
3
0
0
名
が
加
入
さ
れ
活

動
さ
れ
て
い
る
。社
会
福
祉
協

議
会
が
主
催
す
る
い
き
い
き

サ
ロ
ン
に
は
年
間
3
8
0
回
、

9
0
0
0
人
が
参
加
し
て
い
る
。

さ
せ
て
あ
げ
た
い
。学
校
教
育

に
こ
だ
わ
ら
ず
企
画
や
地
域
づ

く
り
と
の
連
携
で
も
い
い
。議

会
が
協
力
し
て
も
い
い
。

教
育
次
長　

考
え
て
い
な
い
。

ワ
イ
ン
ぶ
ど
う
団
地
に
つ
い
て

問　

祢
津
御
堂
地
域
で
進
め

ら
れ
て
い
る
が
、山
林
化
し
多

額
の
費
用
が
か
か
る
。す
ぐ
に

ワ
イ
ン
用
ぶ
ど
う
が
で
き
る
良

好
な
荒
廃
農
地
は
他
に
も
あ
る
。

産
業
建
設
部
長　

御
堂
で
は
ま

と
ま
っ
た
土
地
を
集
め
ら
れ
る
。

で
き
る
だ
け
地
元
負
担
金
の
軽

減
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問　

ワ
イ
ン
用
ぶ
ど
う
栽
培

を
目
指
す
新
規
就
農
者
へ
の
援

助
が
必
要
で
は
な
い
か
。

産
業
建
設
部
長　

農
協
と
も
相

談
し
生
活
支
援
な
ど
考
え
た
い
。

※
他
に
、15
億
円
道
路
に
つ
い

て
も
質
問
し
ま
し
た
。

市議会本会議（一般質問）

地域の力で子どもを育てる

好評な市民農園

農業委員による農地パトロール調査

横山　好範議員

問答

農
地
遊
休
化
防
止
の
た
め
の

対
策
は
ど
う
か

毎
年
農
地
相
談
会
を
行
い

農
地
の
斡
旋
を
行
っ
て
い
る

阿部貴代枝議員

問答

市
民
が
健
康
に
暮
ら
せ
る
た
め
の

新
事
業
は
何
か

健
康
づ
く
り
事
業
の
参
加
を

ポ
イ
ン
ト
化
し
意
識
の
向
上
を
図
る

蓮見　喜昭議員

問答

県
教
委
か
ら
の
中
学
校
朝
練
廃
止
に

つ
い
て
市
の
対
応
は

上
小
地
域
で
連
携
、学
校
間
で

歩
調
を
合
わ
せ
進
め
る

若林　幹雄議員

問答

若
者
の
政
治
意
識
を
育
て
る
た
め

子
ど
も
議
会
を
開
催
し
た
ら
ど
う
か

か
つ
て
実
施
し
た
が

課
題
が
多
く
取
り
や
め
て
い
る

に
深
め
て
い
る
か
。

健
康
福
祉
部
長　

総
合
学
習
や

道
徳
、学
級
活
動
の
中
で
、障
が

い
の
実
体
験
や
障
が
い
の
あ

る
方
か
ら
直
接
話
を
聞
く
な
ど
、

人
権
教
育
を
根
幹
に
据
え
て
個

性
を
認
め
合
っ
て
生
き
て
い
く

力
を
育
む
取
り
組
み
を
し
て
い

る
。

問　

生
き
る
力
の
も
と
に
な

る
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活

が
大
切
で
あ
る
が
、地
域
の
力

を
活
用
で
き
な
い
か
。

教
育
委
員
長　

和
食
を
中
心
と

し
た
学
校
給
食
は
、地
域
食
材

を
使
用
し
、メ
ニ
ュ
ー
は
1
週

間
に
40
か
ら
50
品
目
あ
る
。成

長
盛
り
の
子
ど
も
に
母
親
は
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
献
立
を
考
え

て
お
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

家
庭
の
分
を
合
わ
せ
れ
ば
70
品

目
は
優
に
い
く
の
で
賢
い
子
に

育
つ
の
で
は
な
い
か
。

時
間
を
非
常
に
長
く
と
る
こ
と

に
よ
っ
て
子
ど
も
た
ち
の
疲
労

感
、帰
宅
し
て
か
ら
の
時
間
に

ゆ
と
り
が
な
く
な
る
と
い
っ
た

意
味
で
問
題
で
あ
る
。県
教
委

も
原
則
や
め
る
べ
き
と
い
う
指

針
を
示
し
て
い
る
。

市
民
農
園
に
つ
い
て
　

問　

現
在
の
市
に
お
け
る
市

民
農
園
の
利
用
状
況
は
。

産
業
建
設
部
長　

市
民
の
皆
様

が
気
軽
に
土
に
親
し
み
触
れ
合

い
を
深
め
る
場
と
し
て
平
成
16

年
に
開
設
し
た
。現
在
は
市
内

に
11
カ
所
、総
区
画
数
は
78
区

画
と
な
っ
て
い
て
、2
月
末
現

在
で
76
区
画
、59
人
が
利
用
し

て
お
り
、利
用
状
況
は
ほ
ぼ
満

杯
で
あ
る
。
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一 般 質 問

問　

太
陽
光
発
電
施
設
な
ど

の
設
置
に
関
し
て
、市
に
は
何

ら
か
の
規
制
は
あ
る
か
。

市
民
生
活
部
長　

東
御
市
環
境

を
よ
く
す
る
条
例
に
も
と
づ
く

開
発
事
業
の
届
出
が
あ
る
。市

道
原
口
栗
林
線
か
ら
北
側
は
、

規
模
を
問
わ
ず
届
出
対
象
と
な

る
。北
御
牧
地
域
で
は
、面
積

1
0
0
0
㎡
以
上
の
も
の
が
対

問　

行
政
を
取
り
巻
く
社
会
、

経
済
環
境
の
変
化
に
と
も
な
い
、

地
方
行
政
に
対
す
る
市
民
の

期
待
が
高
ま
る
中
、市
政
の
担

い
手
で
あ
る
職
員
に
は
行
政
課

題
へ
の
対
応
を
先
見
的
に
考
え
、

行
動
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
が
、東
御
市
役
所
で
は
ど

の
よ
う
な
研
修
が
実
施
さ
れ
て

い
る
か
。

象
で
あ
る
。現
在
、市
内
全
域
で

一
般
住
宅
の
屋
根
と
そ
の
敷
地

内
に
設
置
す
る
も
の
を
除
く
出

力
10
ｋ
w
以
上
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
電
気
事
業
を
届
出
対

象
と
す
る
事
を
、環
境
審
議
会

で
審
議
し
、施
行
規
則
を
改
正

す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

問　

届
出
対
象
に
つ
い
て
改

正
の
検
討
に
至
っ
た
理
由
は
何

総
務
部
長　

職
場
内
研
修
と
し

て
は
、職
員
の
資
質
を
養
う
研

修
や
、全
職
員
が
共
通
認
識
を

育
む
必
要
あ
る
自
治
政
策
に
関

す
る
研
修
と
し
て
公
務
員
の
倫

理
と
使
命
研
修
、接
遇
研
修
、人

権
同
和
研
修
、法
制
執
務
研
修
、

勤
務
評
価
研
修
、実
務
基
礎
研

修
、危
機
管
理
研
修
な
ど
を
実

施
し
て
い
る
。

か
。

市
民
生
活
部
長　

一
般
住
宅
以

外
に
、全
量
売
電
を
目
的
と
し

た
小
・
中
規
模
の
施
設
で
発
電

を
お
こ
な
う
事
業
者
が
増
え
て

き
た
。現
行
で
は
、届
出
の
対
象

外
の
も
の
が
多
数
あ
る
と
考
え

る
。自
然
豊
か
な
環
境
や
景
観

に
配
慮
し
つ
つ
、太
陽
光
発
電

施
設
の
推
進
を
図
る
上
で
は
施

設
や
出
力
量
の
把
握
の
必
要
や
、

今
後
は
水
力
や
風
力
を
利
用
し

た
発
電
施
設
の
設
置
も
考
え
ら

れ
、対
応
が
必
要
と
考
え
る
。

問　

小
規
模
な
発
電
施
設
で

あ
っ
て
も
周
辺
住
民
へ
の
説
明

が
必
要
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長　

届
出
の
際
に

結
ぶ
協
定
事
項
に
は
、事
業
概

要
の
地
元
区
へ
の
説
明
も
含
む
。

届
出
対
象
外
だ
っ
た
施
設
も
改

正
後
は
地
元
区
へ
の
説
明
が
さ

れ
る
と
考
え
る
。

　

職
場
外
研
修
と
し
て
は
、職

員
を
そ
れ
ぞ
れ
の
職
域
に
必
要

な
基
本
的
知
識
や
技
術
を
体
系

的
に
取
得
す
る
た
め
に
、長
野

県
市
町
村
職
員
研
修
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
係
長
研
修
、中
堅
職
員

研
修
、一
般
行
政
職
員
研
修
に

参
加
し
て
い
る
。

問　

新
人
研
修
は
ど
う
か
。

総
務
部
長　

入
職
前
に
職
員
と

し
て
の
意
識
の
確
立
と
職
務
上

必
要
な
知
識
及
び
技
能
の
習

得
の
た
め
、市
町
村
研
修
セ
ン

タ
ー
主
催
に
よ
る
、新
規
採
用

職
員
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。

　

ま
た
、入
職
前
に
職
場
へ
の

適
応
能
力
を
養
う
た
め
の
研
修

と
し
て
、市
の
組
織
、職
務
、重

点
施
策
、人
権
同
和
教
育
、財
務
、

予
算
、情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
な

ど
の
研
修
も
行
っ
て
い
る
。

小規模な太陽光発電施設

住民票・戸籍などを担当する市民係

窪田　俊介議員

問答

小
規
模
な
太
陽
光
施
設
も

説
明
が
必
要
で
は
な
い
か

条
例
施
行
規
則
の
改
正
に
よ
り

説
明
が
さ
れ
る
と
考
え
る

依田　俊良議員

問答

職
員
研
修
の
実
態
は

職
場
内
・
職
場
外
研
修
を
実
施
し
て
い
る

▲滋野小学校3学年のみなさん

第
1
回
定
例
会
で承

認
・
可
決
し
た
条
例
等

平成26年

◆
田
中
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー（
田
中
区
）、ふ
れ
あ
い

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

（
芸
術
む
ら
区
）、婦
人
活
動

促
進
施
設（
御
牧
原
北
部
区
）

の
3
施
設
に
関
す
る
条
例
を

改
正
し
、該
当
区
へ
無
償
譲

渡
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

◆
和
保
育
園
と
西
部
保
育
園

の
統
合
と
移
転
に
よ
り
、新

し
い
和
保
育
園
の
定
員
を

1
7
0
人
と
し
ま
し
た
。

　

田
中
保
育
園
は
、
定
員
を

1
5
0
人
か
ら
1
7
0
人
に

改
正
し
ま
し
た
。

◆
将
来
都
市
像「
人
と
自
然
が

織
り
な
す　

し
あ
わ
せ
交

流
都
市　

と
う
み
」
を
掲
げ
、

6
項
目
の
基
本
目
標
を
定
め

ま
し
た
。

◆
加
沢
、常
田
、海
善
寺
、八
重

原
の
5
路
線
、
合
計
延
長

集
会
施
設
条
例
の
改
正

保
育
所
条
例
の
改
正

市
道
路
線
の
認
定

第
二
次
総
合
計
画
基
本
構
想

5
0
9
m
を
市
道
路
線
に
認

定
し
ま
し
た
。

◆
加
沢
地
籍
の
上
川
原
工
業

団
地
内
3
筆
、
5
3
8
1

㎡
の
用
地
を
、
I
P
D

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
㈱
に
、

6
5
0
0
万
円
で
売
却
し
ま

し
た
。

◆
土
地
開
発
公
社
の
業
務

の
一
部
を
廃
止
す
る
た

め
、代
位
弁
済
し
た
う
ち
の
、

11
億
5
4
0
7
万
円
の
求
償

権
を
放
棄
す
る
も
の
で
す
。

◆
長
野
県
上
小
医
療
圏
地
域
医

療
再
生
計
画
に
係
る
事
業
に

充
当
す
る
た
め
、出
資
総
額

1
億
7
5
7
6
万
円
の
う
ち
、

9
7
5
万
円
を
放
棄
す
る
も

の
で
す
。

◆
北
御
牧
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　

改
築
工
事

　

㈱
竹
花
組
東
御
支
店
と

3
億
4
6
8
9
万
円
で
契
約

し
ま
し
た
。

◆
田
中
保
育
園
建
設
工
事

　

㈱
宮
下
組
東
御
支
店
と

4
億
1
2
2
万
円
で
契
約
し

ま
し
た
。

◆
大
日
向
の
直
井
良
一
さ
ん
が

新
た
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

◆
布
下
の
大
熊
節
男
さ
ん
が
新

た
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

財
産
の
処
分

権
利
の
放
棄

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

工
事
請
負
契
約
の
締
結

上
田
広
域
ふ
る
さ
と
基
金

の
一
部
放
棄

【児童の感想】
●議長さんの席に座ったら、ちょっと王様みたいでお
もしろかった。	 【清水一生さん】

●議場は、市のために話し合ったりするのがよく分か
りました。	 【田口　雅さん】

●勉強になったことは、市長さんが会議を進めるので
はなく、議長さんが会議を進めるんだと初めて知り
ました。	 【髙藤大希さん】

●たまたま議員さんたちに会えてうれしかったです。
	 	 【今井理奈さん】
●私は、初めて議場という名前を知りました。なかな
か入れる場所ではない所だからとてもわくわくし
ました。	 【岩井千歳さん】

●私は席にすわって感じたのは、本当に会議をしてい
るみたいですごくいい気分でした。

【馬場風花さん】
●議場のいすにすわれてうれしかったです。

【竹内玲志さん】
●自分がクラスのみんなと会議をしているように
思った。自分が議員さんになったみたいだった。

【笹井椋介さん】

議会っておもしろい! 滋野小学校議会訪問記追って
話題を

議会中の2月21日、滋野小学校3学年の児童の
みなさんが社会見学で、議場を訪れました。

明るく元気のよい東御市の未来を担う子ども達か
ら沢山の感想をお聴きしました。



意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
議
会
?

？

そこが
聞きた

い!
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2014年５月1日　東御市議会だより41号 平成26年５月１日　東御市議会だより41号   2021

市　名 議員報酬
須 坂 市 355,000円

岡 谷 市 353,000円

諏 訪 市 349,000円

佐 久 市 349,000円

茅 野 市 332,000円

小 諸 市 333,000円

中 野 市 302,400円

市　名 月　額
須 坂 市 12,500円

岡 谷 市 9,000円

諏 訪 市 10,000円

佐 久 市 10,000円

茅 野 市 10,000円

小 諸 市 9,000円

中 野 市 8,000円

議員のお財布大公開!

　この2月のある議員の議員報酬の明細は下記のとおりです。この
議員報酬額は長野県の平均給与は266,393円（平成25年10月長野
県毎月勤労統計）とほぼ同水準です。議員報酬は年齢や当選別に関
係なく、すべての議員が同額です。

＊その他とは議員の親睦会5,000円　旅行積立5,000円　上田地域広域市町
村議員研修会3,000円、小諸市立科町東御市議員研修会5,667円です。

＊議員研修のあとの懇親会などの費用はすべて自己負担となっています。
＊交通費は自宅から市役所までの距離に応じて支給されます。

　長野県内19市の議員報酬（月額）は下記のとおりです。最高額は長
野市の60万円、最低額は飯山市の26万3000円。市によって報酬にず
いぶん差があります。当市は下から2番目です。

　東御市議会には政務活動費としてひとり年額12万円を会派（一人会派
も含む）に対して支給されています。
　これは議員報酬ではなく、調査研究、研修、広報広聴、市民相談、要請陳情
など市民の意思を把握するなど、議員活動に要する経費の一部として交付
されるものです。

県下のほかの市と比べて多いの?少ないの?Q2

市議会議員のお給料っていくら?

議員には政務活動費という
第2のお財布があるのでは?

？

？

Q1

Q3

議員報酬の引き下げを検討すべきではないですか?

議員年金はどうなっていますか？

Q5

Q4
？

？

　議員の議員報酬については注目されるわりにはあま
り知られていません。
　そこで今回は議員のお財布を大公開します。

　昔は「井
い

戸
ど

塀
べい

」という言葉がありました。議員はお金がかかるので井戸と塀
しか残らないことから生まれた言葉です。議員は名誉職で資産家しかなれま
せんでした。

　いま民主主義の時代で誰でも議員になれます。しかし、報酬だけ考えたら、
若い方が仕事を辞めてまで議員になる魅力は乏しいのではないで
しょうか。
ですから議員は他に仕事を持っている方がほとんどです。

　市民の付託に応えて十分な議会・議員活動をすすめることが大切
で、議員報酬のあり方もこれらをふまえて総合的に検討すべきではな
いでしょうか。みなさんはどうお考えですか。

　平成23年６月１日以降、議員年金制度は廃止されました。

議員報酬	 交通費	 支給総額
273,540円	 1,628円	 275,168円

所得税	 その他	 控除計
44,500円	 18,667円	 63,167円

支給額

控除額

差引支給額
212,001円

市　名 議員報酬
長 野 市 600,000円

松 本 市 507,000円

上 田 市 425,000円

飯 田 市 407,000円

塩 尻 市 354,000円

安 曇 野 市 360,000円

伊 那 市 360,000円

市　名 月　額
長 野 市 85,000円

松 本 市 20,833円

上 田 市 20,000円

飯 田 市 11,667円

塩 尻 市 7,500円

安 曇 野 市 7,500円

伊 那 市 10,000円

市　名 議員報酬
千 曲 市 313,000円

大 町 市 296,000円

駒 ヶ 根 市 313,000円

東 御 市 273,000円

飯 山 市 263,000円

市　名 月　額
千 曲 市 10,000円

大 町 市 3,333円

駒 ヶ 根 市 なし
東 御 市 10,000円

飯 山 市 10,000円

【長野県19市の政務活動費（月額）】

？

東御市
議会

だより



広報委員

本当の豊かさと幸せとは…

あ
と
が
き

【発行・お問い合せ】

東御市議会・事務局
〒389−0592 長野県東御市県281-2

TEL.0268-64-5810
FAX.0268-62-5040

横
山
　
好
範

平
林
　
千
秋

窪
田
　
俊
介

佐
藤
　
千
枝

山
崎
　
康
一

若
林
　
幹
雄

長
越
　
修
一

依
田
　
俊
良

青
木
　
周
次

　

26
年
度
の
予
算
議
会
が
市
長
施
政
方
針

に
も
と
づ
い
て
、議
案
が
可
決
承
認
さ
れ
ま

し
た
。本
議
会
の
開
催
日
は
、か
つ
て
な
い

豪
雪
に
見
舞
わ
れ
、波
乱
の
幕
開
け
で
し

た
が
、無
事
終
了
し
ま
し
た
。常
日
頃
か
ら

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
不
足
と
言
わ
れ
る
昨
今
で
す

が
、今
回
の
大
雪
に
よ
っ
て
自
助
は
も
ち
ろ

ん
、改
め
て
地
域
の
つ
な
が
り
に
よ
る
共
助

の
大
切
さ
、あ
り
が
た
さ
を
痛
感
し
ま
し

た
。当
市
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
し
っ
か
り

守
ら
れ
て
い
ま
す
ね
。

　
「
人
と
自
然
が
織
り
な
す　

し
あ
わ
せ
交

流
都
市　

と
う
み
」を
、市
民
み
ん
な
で
目

指
し
ま
し
ょ
う
。

ご 意 見 ご 感 想
　市議会だよりについて、ご意見・
ご感想また、市議会へのご意見・ご
要望もお受けしていますので、下記
までお寄せください。

長
越
　
修
一

［東御市議会広報紙］　第41号　◆発行/東御市議会　◆発行責任者/東御市議会議長　青木　周次
◆発行日/平成26年5月1日 　　◆編集/東御市議会広報調査特別委員会　印刷/中沢印刷株式会社

私の一言

議会傍聴へようこそ
明日の東御市を拓く市議会◆あなたも参加しませんか… 第2回定例会における一般質問は

６月16・17日に予定されています。

向
」
で
あ
る
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま

す
。
成
長
期
を
終
え
た
今
、
私
た
ち
は

本
当
の
豊
か
さ
や
幸
せ
と
は
何
な
の
だ

ろ
う
か
と
い
う
見
つ
か
ら
な
い
問
い
の

暗
闇
の
中
の
光
を
求
め
て
い
る
。
そ
の

姿
が
地
域
を
み
つ
め
直
す
気
運
に
な
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　

歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
新
た

な
時
代
を
切
り
開
く
目
は
少
数
意
見
の

中
に
あ
り
ま
し
た
。
人
々
の
結
び
つ
き

も
、
幸
福
感
も
、
政
治
も
す
べ
て
遠
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
現
代
に
お
い
て
、
少

数
の
知
識
人
の
良
識
あ
る
示
唆
に
耳
を

傾
け
て
い
く
こ
と
が
必
要
な
の
で
し
ょ

う
。

　

か
つ
て
人
々
の
結
び
つ
き
が
強
い
共

同
体
社
会
が
あ
り
ま
し
た
。
狭
い
地
域

だ
が
、
そ
こ
に
有
る
も
の
の
中
で
生

き
、
自
然
と
共
に
存
在
し
、
人
と
交
流

す
る
生
き
方
の
中
に
幸
せ
を
感
じ
と
れ

る
時
代
が
あ
り
ま
し
た
。

　

単
な
る
懐
古
趣
味
に
浸
る
の
で
は
な

い
が
、
懐
か
し
い
昔
の
こ
と
を
思
い
返

し
な
が
ら
新
た
な
価
値
観
を
模
索
す
る

少
数
の
人
々
の
姿
が
、
地
域
づ
く
り
の

中
に
は
見
て
と
れ
ま
す
。

　

自
ら
の
地
域
の
こ
と
は
自
ら
が
描

き
、
理
想
の
将
来
像
に
向
か
っ
て
一
人

ひ
と
り
が
さ
さ
や
か
な
こ
と
か
ら
行
動

を
始
め
る
こ
と
が
必
要
な
の
だ
ろ
う
と

考
え
る
昨
今
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
4
月
11
日
に
北
御
牧
地
区
組
織

検
討
会
議
は
、
そ
の
任
を
終
了
し
ま
し

た
。
平
成
25
年
3
月
か
ら
開
催
さ
れ
た

会
議
は
12
回
を
数
え
ま
し
た
。

　

検
討
会
議
は
、
住
民
と
行
政
が
協
働

の
精
神
を
持
っ
て
私
た
ち
が
住
む
地
区

の
個
性
を
再
認
識
し
、
暮
ら
し
や
す
い

地
域
の
実
現
に
向
か
っ
て
い
こ
う
と
い

う
第
一
段
階
の
試
み
で
し
た
。
現
在
ま

で
に
専
門
部
会
と
企
画
広
報
部
会
が
組

織
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
「
み
ま
き

ふ
れ
あ
い
の
郷
づ
く
り
協
議
会
（
仮

称
）
」
の
設
立
を
目
指
し
て
地
区
計
画

の
検
討
や
人
選
が
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　

な
ぜ
今
、
地
域
づ
く
り
が
取
り
沙
汰

さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
少
子
高
齢
化

や
核
家
族
化
、
地
域
で
の
つ
き
合
い
の

希
薄
化
等
に
対
処
す
る
た
め
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
や
は
り
地
域
づ
く
り

の
必
要
性
と
今
の
時
代
背
景
と
の
関
係

が
理
解
し
に
く
い
…
。

　

そ
れ
は
高
度
経
済
成
長
期
か
ら
バ
ブ

ル
期
を
過
ぎ
た
今
あ
る
時
代
の
「
指

真田賢一郎 さん
（常満区）

この広報は議員の自主編集で発行しています。

再生紙を使用しています


